
名古屋市立大学における男女共同参画の取り組み 

～多様性のあるゆたかな大学をめざして～ 

 

名古屋市立大学は平成 20 年に男女共同参画室を設置し、男女共同参画の実現に向け活動を開始し

た。平成 23 年度には文部科学省「女性研究者研究活動支援事業」に採択され、学長主導のポジティ

ブ・アクション、各部局の課題に応じた取組、女性研究者のニーズ掘り起こし、の 3側面から事業を

推進し、研究とライフイベントの両立のための環境整備を進めてきた。 

平成 26 年 4 月には男女共同参画推進センターを設置し、補助事業期間の取組を継続させるととも

に、裾野拡大の取組にも力を入れ、男女共同参画の実現に向けて取り組んでいる。 

 

＜平成 26年度の取組＞ 

１ ワーク・ライフ・バランス環境の整備 

・ さくらんぼ保育所：教職員・学生を対象にした学内保育所（定員 65名）を運営。病児・病後 

児保育、延長保育、夜間保育にも対応している。 

・ ワーク・ライフ・バランス相談室：相談事業やメールマガジンによる情報提供のほか、「両立 

カフェ」や「リラックスヨガ教室」を開催。 

・ 研究支援員制度：子育て・介護中の研究者に研究支援員を配置（26年前期 9 名、後期 6名）。 

・ 小学生サマースクール：人文社会学部の学生ボランティアの協力のもと、教職員の子ども（小 

学生）を対象とした小学生サマースクールを 8月 6日～8日に開催した。 

２ 意識啓発 

・ 男女共同参画セミナー：各部局での男女共同参画の推進をねらい、各部局選出のセンター員が 

中心となり、それぞれの課題に応じた多彩なセミナーを実施している。 

・ 男女共同参画奨励賞：男女共同参画の実現に関連する研究・活動を行う教職員や学生を表彰。 

・ 男性教職員への意識啓発：男性を対象とするセミナーや男性教職員の交流会を開催し、男性の 

男女共同参画に対する意識啓発を行っている。 

・ 情報発信：ニュースレター、年度報告書のほか、随時ウェブサイトで情報発信をしている。 

３ 女性研究者ネットワーク形成、裾野拡大 

・ 女性研究者ランチミーティング：定期的に開催。さまざまな年代、所属の女性研究者が参加し、 

それぞれが抱える課題を共有している。 

・ 「地域社会における男女共同参画社会をめざして」男女共同参画推進センター主催の教養教育 

科目を実施。26年前期受講者数 57名。 

・ 「愛知サマーセミナー」での講座開講：「中高生の理系進路選択支援プロジェクト」、連続講義 

「地域社会における男女共同参画をめざして」の 2講座を開講。 

４ ポジティブ・アクション 

・ 女性教員採用に対するインセンティブ経費付与：前任者が男性のポストまたは新規ポストに女 

性教員を採用した部局に対し、大学独自経費でインセンティブを配分している。 

・ 各部局の男女共同参画に関する目標・行動計画の策定：年度当初に各部局で目標・行動計画を 

策定し、年度末には部局長と男女共同参画推進センター長のヒアリングを実施している。 

・ 役職者セミナーの開催：役職者・部局長を対象に、大学における女性研究者支援の意義や目的、 

成果について解説するセミナーを 7月に開催。 

 

 

【連絡先】 名古屋市立大学 男女共同参画推進センター  センター長 井上泰夫 

TEL：052-853-8577 FAX：052-853-8588 E-mail：sankaku@sec.nagoya-cu.ac.jp 

URL：http://www.nagoya-cu.ac.jp/sankaku/ 




